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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　現在新生児室では早産などで児が保育器収容となる母親に、新生児室に対する不安の軽減や看護者
とのコミュニケーションを円滑にするために出生前訪問を行っている。しかし、様々な問題により実
施できていないのが現状である。
　そこで出生前訪問について見直し、より効果のある訪問を行いたいと考え、母親たちは実際何を知
りたいのか、聞き取り調査を行った。
　聞き取り調査の結果、母親たちが知りたかったことは児の予後についてであり、また、医療機器に
ついて心配という意見があった。そして、出生前に児の情報を聞くと不安だったかもしれないという
意見があった。
　これらのことにより、出生前訪問をする際は、産科と連携をはかり母親の状況を把握したうえで、
いつ行うか、伝える内容を吟味し、個別的な対応が必要である。
　　　　　　　　　はじめに
　現在新生児室では早産などで児が保育器収容とな
る母親に、新生児室に対する不安の軽減や看護者と
のコミュニケーションを円滑にするために出生前訪
問を行っている。しかし、時間の関係やマニュアル
がないなど様々な問題により全例に実施できていな
いのが現状である。
そこで出生前訪問について見直し、より効果のある
訪問を行いたいと考え、母親たちは実際何を知りた
いのか、聞き取り調査を行った。結果よりよい出生
前訪問のあり方を見出すことが出来たので報告する。
　　　　　　　　　研　　究
　保育器収容となった児の母親から聞き取り調査を
行うことで当院における出生前訪問のあり方を明ら
かにする。
　　　　　　　　　研究方法
期間　平成17年7月～平成17年12月
対象　保育器収容となった児の母親4名
方法　出生前訪問を行っていない保育器収容となつ
　　　た児の母親に、退院時に聞き取り調査を行う
倫理的配慮
　本研究主旨を口頭で説明し、得た情報は研究目的
　外使用しないことを条件に同意を得た。
　　　　　　　　　結　　果
　出生前に知りたかったことを聞いたところ、「子供
に障害が残るのか、どんなものがあるのか詳しく知
りたかった」、「心電図モニターの必要性が知りたか
った」、「アラームの音が心配だったのでなぜ鳴るの
か教えてほしかった」、「鼻のチューブがかわいそう
で、どうして入っているか知りたかった」、「産科の医
師に話を聞いていたので特になかった」という意見
があった。
　また、出生前に知っていたらどうだったかという
質問に対しては「知っていたら想像がついてよかっ
たと思う」という意見と「モニターや鼻チューブは知
っていたら想像がつきすぎて不安だったかもしれな
い」、「気がめいるかも」という意見があった。
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　実際面会してどうだったか聞くと「色々なものが
赤ちゃんについていてびっくりした」、「不安だった
けど優しく声をかけてくれ、説明してくれたからよ
かった」、「質問にきちんと答えてくれたからよかっ
た」という意見がほとんどだった。
　　　　　　　　　考　　　察
　母親に出生前に知りたかったことを聞いたが、も
っとも多かったのは児の予後についてであった。「未
熟児を出産してしまうかもしれない母親は子供の予
後についての不安を持ち、子供の生命に不安を感じ
る」1）と言われている。当院では出産が決定した際
産科の医師が推定体重や早産児の合併しやすい疾患、
保育器収容となることを説明している。ここでも情
報を得ることはできるが、さらに情報がほしいと思
っていること、実際児と関わる私たちにも話を聞き
たいと思っていることがわかった。そのため、今後
は産科医に加え、小児科医と私たちと共に訪問を行
っていきたい。そうすることで、児の予想される状
態や予後について詳しく伝えることができ、母親の
不安の軽減につながると考えられる。
　また、医療機器について心配という意見もあった。
児は心電図モニター、点滴、マーゲンチューブなど
をつけられた痛々しい姿で保育器に収容されている。
この姿を見ると母親は守ってあげられなかったとい
う罪悪感を持つことが多い。それにアラーム音が鳴
ると自分の子に何かあったのか、またその聞きなれ
ない音に驚くであろう。ただでさえ、未熟児を産ん
で不安があるのに、それを増大させないためにも出
生前にこのような機器を装着すること、アラームに
ついて伝えることが大切である。
　また意見として出生前に児の情報を聞くと不安だ
ったかもしれないというものがあった。
　母親は予期せぬ入院で、未熟児を産むかもしれな
い不安や戸惑い、何らかの精神的ストレスを抱えて
いる。そこで児の情報を聞き、さらに不安になるこ
とも考えられる。また、「情報を聞くことで早産がよ
り現実的となり、不安や恐怖を増すこともある」2）と
言われている。実際「自分のことでいっぱいで、子供
の話は聞いたがあまり覚えていない」と言う母親も
いた。このため、産科のスタッフと母親のおかれて
いる状況を情報交換し、母親の知りたい情報をタイ
ミングを計りながら提供することが大切である。
　出生後の初回面会時では驚きはしたもののその時
の説明で理解された母親が多かった。当院では児搬
送が多いことや、出生前に訪問する時間がないこと
が多くあるので、初回面会時の関わりも大切である
と感じた。
　出生前訪問による目的は低出生体重児、新生児室
のイメージ作りをすることで児を取り巻く環境への
適応を促す、新生児室の看護者と面識を持つことで
新生児室に対する不安を軽減し、コミュニケーショ
ンを円滑にすることである。新道らは「人は予期的に
心配することで、後の重荷を減少させるばかりでな
く、あらかじめその人の自我強度を強めるので外か
らの支持も効果的にする」3）と述べている。このため、
出生前の訪問は有効であるが、今回の調査で事前に
知ることで、早産がより現実的になり、不安を増強
させることがあることがわかり、その人にあった訪
問が必要である。
　　　　　　　　　結　　論
　出生前訪問をする際、産科と連携をはかり母親の
状況を把握したうえで、いつ行うか、伝える内容を
吟味し、個別的な対応が必要である。
　　　　　　　　　おわりに
　今回調査を行い、母親は児について知りたいこと
がわかった。しかし、情報を知ることは母親によっ
て不安になることもある。今後は、産科と連携をは
かり、情報収集、個別的な対応を心掛けいく。さら
に、母親の心理状態について学習を重ね、より良い
出生前訪問を行っていきたい。
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